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教育第２体育館 実技

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ, ２３Ｅカリ, ２２Ｅカリ, ２１Ｅカリ, ２０Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や 中学校および高等学校における柔道を指導する具体的なイメー
倫理観 ジを形成することができる。

⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 体育授業で生徒に柔道を指導するに相応しい知識技能を獲得す
ることができる。概ね初段相当の実力をつける。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 ①柔道の基本的な技術を系統的に取得し、立技、寝技の乱取を行う。
②安全に配慮した柔道の指導法について研究する。

(5)授業計画 第１回：ガイダンス、礼法の実際
第２回：後ろ受身、横受身、前回り受身の練習、受身の安全な指導法の実際、
第３回：後ろ受身、横受身、前回り受身の練習と立技からの実践的な受身の練習
第４回：投げ技（足技）の練習と乱取
第５回：投げ技（腰技）の練習と乱取
第６回：投げ技（手技）の練習と乱取
第７回：抑え技とその逃れ方の練習と乱取
第８回：絞め技とその逃れ方の練習と乱取
第９回：関節技とその逃れ方の練習と乱取
第10回：発達段階に応じた、投げ技における連続技とその練習
第11回：発達段階に応じた、抑え技への入り方とその練習
第12回：立技、寝技の総合的な練習と乱取
第13回：試合審判規定（柔道のルール）の理解と試合の運営
第14回：総合的な練習と技能評価

(6)成績評価の方
法

・体育授業で生徒に柔道を指導するに相応しい知識・技能を獲得できたか、以下の２点から総合して評
価する。
①学期末の技能テスト：５０％　　　②学期末レポート：５０％
・得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可。

(7)成績評価の基
準

（ⅰ）問題の設定が適切である。（ⅱ）その問題の背景を説明できている。（ⅲ）その問題にどのよう
な課題があるのかを指摘できている。（ⅳ）それらの課題に対しての既存の学説が提示する解決法が適
切に把握できている。（ⅴ）その上で自分の見解を提示できている。
以上（ⅰ）から（ⅴ）の５項目を満たしていれば「卓越している」。４項目を満たしていれば「かなり
上にある」。３項目を満たしていれば「やや上にある」。２項目を満たしていれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

・次の回で扱う運動について，学習指導要領解説書を用いて事前学習を行うこと
・行った運動の指導のポイントをまとめておくなど事後学習を行うこと

(9)履修上の注意 ・実技を中心とした授業形態であるため，授業への取り組みを重視する。

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

授業の前後に随時対応する。
緊急の連絡はメールで受け付ける。アドレス：quanwanwei@gmail.com　　

【教科書】 適宜配布する。

【参考文献】 適宜配布する。


